
 

 

 

４．交流実績一覧 

Interchange activities of agencies concerned  

including central/local governments 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 2 年度北東アジア交流実績 
政府 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 

6 月 

8 月 

 

9 月 

 

 

 

 

11 月 

 

 

 

 

 ※ 

・日露首脳電話会談（5/7） 

・日中韓物流大臣会合の特別セッション（テレビ会議）を開催（6/29） 

・国交省等が北極海航路に係る産学官連携協議会（第 10 回）を開催（8/3） 

・日露首脳電話会談（8/31） 

・国交省が洋上風力発電の基地となる港湾を初指定（秋田港・能代港・鹿島港・北九

州港の 4港、9/2） 

・日韓首脳電話会談（9/24） 

・日中首脳電話会談（9/25） 

・日露首脳電話会談（9/29） 

・国交省主催のシベリア鉄道パイロット輸送（ブロックトレイン〈1 編成借上げ列車〉

による）を実施（11/7：横浜港→11/10：神戸港→11/15：伏木富山港→11/17：ウ 

ラジオストク港→11/18：ウラジオストク駅→11/27：ブレスト駅（ベラルーシ）→ 

11 月下旬～12 月中旬：欧州各地） 

 

北東アジア港湾局長会議（中国で開催予定）は 1年延期 

 

稚内市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 

 

 

 

 

 

 

7 月 

 

 

 

 

 

1 月 

・稚内～旭川～サハリン間オンラインミーティング：新型コロナウイルス感染症の影 

響により、日ロ間（北海道～サハリン間）の相互訪問が叶わない中、稚内～旭川～ 

サハリン間をインターネットで繋ぎ、複数人の関係者同士でオンライン会議を試行 

することにより、事務所の仲介によるサハリンビジネス支援のための情報交換と現 

地フォローアップを実施 

〇場所：稚内市役所 4 階 第一委員会室（オンライン開催） 

〇日時：令和 2年 5月 28 日（木）14 時 

・貨物船チャーター事業：稚内港とサハリンを結ぶ輸送手段の確立と、活性化を目的 

として、貨物船をチャーターし、稚内とサハリンの間で食品・資材を輸出入する事 

業者の支援を実施（全 5回） 

〇場所：稚内港～コルサコフ港 

〇実施日：第 1便：7/6（月）、第 2便：8/27（木）、第 3便：11/9（月）、 

第 4便：12/7（月）、第 5便：3/10（水） 

・サハリン友好都市青少年交流事業「稚内・サハリン間青少年オンライン交流」：新 

型コロナウイルス感染症による影響で渡航が難しいなか、稚内市とネベリスク市の 

高校生が WEB 会議アプリ「ZOOM」を用いておたがいの街を動画で紹介する取り組み 

やフリートークを行い交流 

〇場所：稚内市役所 5 階 正庁 

〇日時：令和 3年 1月 30 日（土） 

 



秋田県 

 

 

 

 

 

 

8月 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

 

 

 

1 月 

  

 

 2 月 

 

・第１回秋田台湾オンライン商談会の開催（8/6） 

・北海道とロシア連邦極東地域との経済交流に関する常設合同委員会第 23 定例リモ

ート会議への参加（10/23） 

・延辺州との交流推進会による元国際交流員とのオンライン意見交換会への参加

（11/30） 

・秋田、延辺、ウラジオストク、江原道の商工会議所等による「日中露韓４地域経済

交流会議」に係るオンライン会議への参加（12/22) 

・貿易経済に関する日露政府間委員会地域交流分科会第 9回会合リモート会議への参

加（12/15） 

・台湾における秋田県物産展の開催（12 月） 

・韓国バイヤーとのオンライン商談会の開催（1/5） 

・2020 北東北３県・北海道韓国オンライン観光商談会の開催（1/28～2/19、計 11 日

間） 

・中国大連バイヤーとのオンライン商談会の開催（2/2, 2/26） 

・第２回秋田台湾オンライン商談会の開催（2/2） 

・延辺州との交流推進会による元国際交流員とのオンライン意見交換会への参加

（2/22） 

 

 

酒田市 

 

 

4～5

月 

 5 月 

 6 月 

12 月 

 

 2 月 

 

3 月 

・サンクトペテルブルク市対外関係委員会とオンラインミーティングを行い、両市の

文化・教育・経済分野での協力関係の発展について認識を共有（4/16・5/7） 

・中国唐山市からマスク 10 万枚を購入。コンテナで酒田港へ輸入 

・中国唐山市へ日本酒約 4,500 本を酒田港から輸出 

・県立酒田光陵高等学校とサンクトペテルブルク第 83 番学校がビデオレターの交換

により交流（12 月下旬） 

・県立酒田光陵高等学校とサンクトペテルブルク第 83 番学校が、両校の教育分野の

協力に関する協定を締結するため、オンライン協定式を実施（2/16） 

・サンクトペテルブルク市政府主催「大都市環境国際フォーラム」の分科会として、

在サンクトペテルブルク日本国総領事館、サンクトペテルブルク市対外関係委員会

及び同市環境委員会の共催により開催された日露地域交流環境会議「きれいな海」

にオンライン出席（3/24） 

 

 

新潟県 

 

 

1～3

月 

  

・「2021 北東アジア経済発展国際会議（NICE）イン新潟」、「第 12 回日露エネルギー・ 

環境対話イン新潟」をオンライン開催（開催日：1/22～3/10 の期間に４回に分け 

て開催、主催：新潟県・新潟市・(公財)環日本海経済研究所(ERINA)） 

 



新潟市 

 

 

 

4 月 

5 月 

7 月 

8 月 

9 月 

 

 

10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

 

2 月 

・ハルビン市よりマスク 3万 6千枚の寄贈を受ける(4/21) 

・ハバロフスクで開催された国際児童画展へ、市内の絵画をリモート応募 

・ウラジオストク市開基 160 周年記念 市長の祝賀ビデオメッセージ送付（7/2） 

・新潟市長とハルビン市長のオンライン会談（8/7） 

・市内の専門学校生がウルサン市大学生とオンライン(Zoom)交流を実施（9/5） 

・ハルビン花き博覧会にて祝辞および花き・花木紹介のためビデオ出演（9/23） 

・市内子ども体操クラブのメッセージハガキをロシア新体操連盟に送付（9/29） 

・新潟・ハバロフスク姉妹都市提携 55 周年記念事業 

－ ハバロフスク市紹介展示（10/1～20 新潟市） 

－ 日本人留学生のハバロフスク市紹介動画（You Tube）配信 

・ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市開基 280 周年記念 新潟市長の祝賀ビデオ 

メッセージ送付（10/17～18、ペトロパヴロフスク・カムチャツキー市） 

・市立小学校児童 国際交流委員会がハルビン市児童とオンライン交流（10/16） 

・東アジア文化都市交流事業 青少年オンライン交流 

 －新潟市と清州市の青少年がオンラインで交流（10/17） 

 －新潟市と青島市の青少年がオンラインで交流（10/24） 

・新潟市内の大学生とハバロフスク市民とのオンライン交流（10/28） 

・東アジア文化都市交流事業 文化イベント交流 

 －新潟市・青島市・清州市の芸能団パフォーマンス動画を制作・交換し、各都市の

イベント等で上映 

・新潟市長とハバロフスク市長のオンライン会談（11/6） 

・「アーティスト・イン・レジダンス 招聘プログラム 2020 秋季」で日本人現代美術 

家制作の映像作品に、新潟・ウラジオストク両市民が出演（11/17～29、新潟市） 

・貿易経済日露政府間委員会・地域間交流分科会第９回会合に参加（12/15） 

・新潟市内の小学生とウラジオストク市の生徒がオンライン交流（12/17） 

・新潟市内の中学生とハバロフスク市の生徒がオンライン交流（2/16～19） 

 

 

上越市 

 

 

10 月 

 

12 月 

 

・（韓国）「海外姉妹友好都市 week」絵画展に、市内中学生の絵画 5点を展示（10/30

～11/1、浦項市） 

・（韓国）新型コロナウイルス感染症の影響により延期された、浦項市立交響楽団・

合唱団と上越市民吹奏楽団とのジョイントコンサートの代替として、浦項市立交響

楽団・合唱団からのビデオメッセージ及び演奏動画を市 HP などで公開（12/28～

3/1/29、上越市） 

 

 



高岡市 

 

 

7 月 

10 月 

 

 

 

 

 

 

12 月 

・遼寧・日本友好都市交流リモート会議に参加（7/29） 

・第 40 回高岡万葉まつり「第 31 回万葉集全 20 巻朗唱の会」に動画参加（参加都市 

中国錦州市・韓国、10 月２日～YouTube 放映） 

〇高岡万葉まつりのメーンイベントである「万葉集全 20 巻朗唱の会」は万葉集 

全 4516 首を三昼夜にかけて歌い継ぐイベント。令和２年度は、新型コロナウ 

イルスの感染拡大防止の観点から、例年の高岡古城公園水上舞台での朗唱とせ 

ず、映像・ネット環境を活用した新しい形態で実施。姉妹・友好都市である中 

国錦州市や、（一財）自治体国際化協会ソウル事務所に動画で参加いただいた。 

・デザイン・日用品・伝産品分野オンライン商談会 in 関西/北陸を開催（12 月～１ 

月）、中国からバイヤー７社が参加、市内事業者１社とオンライン商談を実施 

石川県 10 月 ・石川県全羅北道地域活性化交流推進会議をオンラインにて開催（10/6） 

 

敦賀市 ６月 ・姉妹都市である中国・台州市とビデオメッセージの交換を実施 

 

舞鶴市 

 

9 月 

10 月 

・舞鶴市長と浦項市長のオンライン会談を開催（9/17） 

・2020 北東アジア CEO 経済協力フォーラム（オンライン）に参加（10/30） 

鳥取県 

 

 

9 月 

 

10 月 

 

11 月 

 

3 月 

・鳥取県物産展：鳥取県産食品に関する物産展を開催 

 （期間 ９月１９日～２７日 場所、中国吉林省長春市「欧亜売場」催事場） 

・ＧＴＩ地方協力委員会への参加 

 （１０月１３日 場所：オンライン開催） 

・第３回中国国際輸入博覧会（オンライン）への参加 

（１１月５日～１０日 場所：中国上海市 オンライン開催） 

・ロシアＩＴ ＷＥＢビジネスマッチング（オンライン）：鳥取県内企業とロシア側企 

業とのＩＴ分野におけるビジネスマッチングを実施 

 （３月１８日 場所：鳥取県内とロシア（モスクワ等）を接続したオンライン） 

境港市 6 月 ・友好都市である中国琿春市からマスク５万枚を受贈（6/16～7/16） 

 

島根県 

 

 

4 月 

5 月 

11 月 

 

3 月 

・中国・吉林省からマスク５万枚を受贈（4/27） 

・中国・寧夏回族自治区からマスク１万６千枚、防護服５百着受贈（5/25） 

・海外理解講座「韓国コース」の１つとして、韓国とオンラインでつないだ講座を実

施（11/14，15 オンライン） 

・中国・寧夏回族自治区 小学校間オンライン交流を実施（3/3 オンライン） 

伊 万 里

市 

4 月 

 

10 月 

 

・大連市中日友好協会の九州首席代表の張(ちょう) 巒(らん)氏が来庁、伊万里特産

品の中国販売について協議（8.18） 

・大連市中日友好協会九州事務所の王(おう) 恩(おん)念(ねん)所長ら 3名来庁、伊

万里牛の販売促進について協議（10.8/10.29） 

 

 



 

 

 

（付録１）港湾統計・入管統計データ 

         Appendix1 Statistics of cargo and immigration 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（付録２）ＮＥＡＮＥＴの活動 

Appendix2 Activities of NEANET 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



期 間 年月日 項   目 
第 17 期 
’20.4.1 
～ 

’21.3.31 
 

’20.5.19 
~5.26 
6.4 
 
 
 
 
 
8.7 

   8.20 
 
    
 

8.27 
    
 
 
 
 
   9.3 
 
 
 
 
  10.30 
 
 
 
   11.6 
 
   12.3 
   
 
 
’21.1.29 
   3.4 
 

・NEANET 第 17 期（2020.4／2021.3）の総会・理事会を開催【書面】。 
 
・第 2 回 OOA 新研究会を開催【書面】。 
  発表：①鈴木勝「COVID-19 新型コロナウィルス感染症と国際クルーズ（中

間調査報告）、②辻久子「10 年目を迎えた中央班列」、③岩間正春「北

東アジアにおける『港湾ネットワーク』の脆弱性」、④田中弘「中国

珠江デルタ地域「大湾区」発展計画（中間報告）、⑤三橋郁雄「一帯

一路と新型コロナウィルス感染状況」 
・NEANET 有志理事懇談会（第 17 期第１回）を開催【オンライン】。 
・第 3 回 OOA 新研究会を開催【オンライン】。 
  発表：岩間正春「北東アジアにおける『港湾ネットワーク』の脆弱性～スポ

ーク港化する日本コンテナ港湾を通して～」、三橋郁雄「一帯一路と

新型コロナウィルス感染状況 
・第 4 回 OOA 新研究会／ミニフォーラム「ウィズコロナ時代の観光・クルーズ」

を開催【オンライン】。 
  講演：①鈴木勝「新型コロナ収束と“観光立国ニッポン”」 

 ②沖田一弘（(一財)みなと総合研究財団クルーズ総合研究所 副所長） 
「ウィズコロナ時代のクルーズ業界～現状と今後の展望」 

  ③崎本武志「日本におけるコロナ禍のクルーズ戦略」（資料 PDF) 
・第 5 回 OOA 新研究会を開催【オンライン】。 
  発表：①田中弘「中国珠江デルタ地域『大湾区』発展計画と香港情勢の影響」、

②後藤正博「最近の香港情勢について」、③辻久子「中央班列、TSR,
北極海航路の近況」、④崎本武志「東アジアにおける海陸双方のクルー

ズ戦略」 
・NEANET/WAVE 共催第 30 回研究フォーラム（北東アジア政策懇話会）を開

催【オンライン】。 
講師：松良 精三氏（国土交通省港湾局 海洋・環境課長） 
演題：「日本海沿岸地域等における洋上風力発電の導入促進に向けた取組」 

・第 15 回 IFNAT（韓国・安東市）【オンライン】において三橋副会長、鈴木理

事が発表。 
・第 6 回 OOA 新研究会を開催【オンライン】。 
  発表：①花田麿公「香港雑感～香港をめぐり考えること～」、②千原嗣朗「ツ

ーウェイツーリズムの進展を目指して～姉妹都市交流からの一考察

（中間報告）～」、③佐々木一彰「マカオと日本の IR の状況」 
・NEANET 有志理事懇談会（第 17 期第 2 回）を開催【オンライン】。 
・第 7 回 OOA 新研究会を開催【オンライン】。 
  発表：①辻久子「2020 年のロシア港湾物流＆ユーラシア大陸コンテナ鉄道



 
 
 
   3.12 

輸送」、②岩間正春「新型コロナパンデミック下の国際物流とポストコ

ロナ時代の国際物流」、③三橋郁雄「我が国の物流課題と 20 年後世界

から見た物流政策提言」、④小玉朋恵「デジタル覇権をめぐる動き」 
・北陸地方整備局「令和２年度北陸地域国際物流戦略チーム幹事会」に小玉朋恵

事務局長が参加。 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


